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国連国際学校 にお ける継承 日本語教育の 取 り組 み

　　（1 ）解説文 ：学校教育の 中で 多言語 を育て る とは ？

一
国連国際学校継承 日本語 クラ ス の 授業実践に見 る 4 つ の 「転回」
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1．1 学校教育の 中で の 言語教 育の 役割 とは何か

　「言語教育は、何 をゴ ー
ル に 見据える の か （＝言語を育て る とは ど うい うこ とか）」、

「言語教育は 、 学校教育 の 中で 、 どの よ うに位 置づ け られ るの か （＝学校教育の 中

で 育て る とは ど うい うこ とか ）」、そ して 「『多』言語 を育て る とは ど うい うこ とか 」

　　こ の 3 つ の 問い は、「学校教 育の 中で 多言語 を育て る」こ とを考える際の 出発 点

で ある。

　
一

般 に 「言語教育」 とは 、 言語運用能力 の 育成で あ り、「聞 く」 「話す」 「読む」 「書

く1 技術を高度に駆使 で きる よ うになるこ とに 口標に 置 く。
一

方で 、学校教育は 、

「どの よ うな大 人にな っ て ほ し い と願 うの か 」 とい う Fどもた ちの 入間形成面 にお

ける教育理念 を教育活動の基盤に 持っ 。で は、学校教育の 中で 、 言語教育は どの よ

うな役割を果 た して い るの だ ろ うか、，あるい は 、 どの よ うな役割を担 うこ とがで き

るの だ ろ うか。

　言語教育の 研 究は 、 外国語教育、第 2 言語教育、そ して 、 近年で は 、外国語 とし

て で も母語 として で もな い 継承語教育等 、 その 指導の 対象別 に指導法の研究が行わ

れ て きた。 日本語教育におい て も、海外 にお ける R 本語学習者の 増加 、 日本国内に

お け る外国人住入 の 増加 、そ して 海外に お ける長期滞在 ・定住 R本人や 日本人 との

国際結婚カ ッ プ ル の 増力冂は 、それ ぞれ の 分野 におい て 、 研究 を活発 に して い る 。 し

か し 「学校教育の 中で の 言語教育」 とい う観点 か ら 日本語 教育を振 り返 る とき、「い

か に 日本語 をで きるよ うにす るか 」とい う指導技術に 関する議論 は多 く聞かれ て も、

「日本語 を通 して 、どの よ うな子 どもを育て る の か 」 に 関す る考察は 、少 ない の が 、

現状で あ る 。
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1．2　多様性 を前 提 とす る国連国際学校の 日本語教育

　津 田と大山に よる 2 つ の 論稿で は、米ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク州に あ る私立 国連 国際学佼に

お け る 目本語教育の 実践を土台 に、「学校教育の 中で 多言語を育て る」こ との 意味 と

方法を間 う試み が行われ て い る。 国連国際学校は 、 そ もそ もが 世界各国か らニ ュ
ー

ヨ
ー

ク の 国連本 部 へ 赴任す る国連職員の子 どもた ちの ため に設 立 され たイン ターナ

シ ョ ナル ス クール で あ り、地 元 ニ ュ
ー

ヨ
ー

クや 国際企業社員の 家庭 の 子 どもた ちを

含む在籍児童生徒の 生育歴や 学校歴 は、宿命的に多様性に 富んで い る 。 大山論文 の

中で 触れ られ る とお り、同校で 目本語 を学ぶ 子 どもた ちの 中に は 、 日本 語を母語 と

して身につ け、目本で 国語教育を受けて 育っ て きた 「海外 子女」、ア メ リカ で 生 まれ

育ち、家庭内で 日本語 に触れ る機会の あ る 「継承語 として の 目本語学習者」、 日本に

長期滞在 し 「外 国籍児童生徒」 として 日本 の 学校 教育で育 っ た 非母語 ・非 目本人学

習者、 そ し て 「外国語」 と して 日本語 に取 り組む 学習者が含まれ る 。 そ して、それ

ぞれ の 言語運用能力は 、必ず しも 「海外子女」 「継承語学習者」 「非母語 ・非 日本人

学習者」 「外国語 と して の 日本語学習者」 とい う序列が成立するわ けで は な い
。 日本

で の 生活経験 、学校経験、 日本不在歴 、 日本語学習歴、生活言語環境 な ど、 日本語

運用能力には 、さま ざまな要 素が変数 と して関わっ て くる 、、 その よ うな学習者の 多

文 化 ・多国籍 ・多民族 ・多言語 ・多 レ ベ ル を前提に 「日本語 を育て る」 とは どの よ

うな授業実践 を伴 うの か。また 、そ の 授業実践は、そ うした前提の 中で 行われ る 「学

校教育」 の 中で 、 どの よ うな役割 を担 っ て い るの か。そ もそ も 、 多文化 ・ 多国籍 ・

多民族
・多言語 を前提に した 「学 校教育」 は何 を目指すの カー

。

2．1　国連国際学校におけ る言語的状況

　国連 国際 学校は、1947 年に ニ ュ
ー ヨ ーク市に本部を置く国連関係 者の 子 どもた ち

の た め の 学校 として 設立 され た。2005 年 12月現在、1 年 間の 幼稚部 （Kindergarten）

の 課程 と小 学校 ・中学校 ・高校 （1年
一12年）に は 、

1450 名以上 が在籍 し 、 その 出

身地は 115ヵ 国に上 る。教師の 出身地 も 70 ヵ 国を数 える とされ て い る 。 学校の 指導

言語 は 、 英語で あるが、フ ラ ン ス 語 も しくはス ペ イ ン 語が全生徒に つ い ての 必修科

目として小 学校で 導入 されて い る 。 ま た、 7 年生か らは、 フ ラ ン ス 語 、
ス ペ イン 語

に加 え、ア ラ ビ ア 語、中国語 、 ドイ ツ 語 、イ タ リア 語 、 日本語 、 ロ シ ア語を教科 と
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して 学ぶ こ とがで きる。

　国連 国際学校は 、ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク州に 認可 され た学校 で ある と同時に、 ヨ
ー

ロ ッ パ

国際学校連盟に属す るイン ターナ シ ョ ナ ル ス ク
ー

ル で ある 。 国連の 成 り立 ちか ら、

在籍生の 背景は 、必 然的に多文化 ・多民族 ・多国籍 ・多言語 とな る。 また 、国家間

の 移動 を前提 とす る国際公 務員を親に持 つ 子 どもた ちで あ る こ とか ら、国際的な転

出入が 当然の こ となが ら前提 とされ る 。 したが っ て 、国連国際学校 で は 、そ うした

r・ど もた ち の 教育ニ
ー

ズ に応 える 学校 と して 、特 定の
一

ヵ 国の 公教育の 教育目標や

カ リキ ュ ラ ム をべ 一
ス にす る の で は な く、極めて独 自の 教育 日標、そ して カ リキ ュ

ラム を創出す る こ とが要求 され て い た とい える。言語 をめ ぐる状況 を見て も、指 導

言語 であ る英語 を母語 として 身に つ けて い る子 どももい れ ば 、 非母語 として 学ぶ 子

どももい る。小学校段 階で 必修科 目 として 導入 され るフ ラン ス 語や ス ペ イ ン語 も、

す べ て の 子 どもに とっ て の 「外国語」 なの で は な く、相 当数の 母語話 者 （例えば、

フ ラ ン ス 出身者や 、 南米諸国 出身者）、出身国の 公 川語 と して 身 に つ けて い る第 2 言

語 話者 （例えば、ス イ ス や ア フ リカ諸国 出身者の 場合な ど）、そ して 継承語話者を含

んで い る 。 7年生か らの 言語教科に して も状況 は同様で ある、、つ ま り
、

「芙語は 日本

の 国語 に相 当する よ うな 、 文学教育を含む母語話 者 レ ベ ル を前提 とした 言語 教科で

あ り、フ ラン ス 語や ス ペ イ ン 語 を始 め とする他言語 は 、
い わ ゆる 日本 の 英語 に相 当

す る よ うな外国語教育 と して の 言語教科 で ある 」 とい うよ うに 自動的 に は 分けられ

ない の で あ る。

　こ の よ うに、国連国際学校 の 言語教 育は 、母語 か ら外 国語まで の さまざま なレ ベ

ル の 学習者を前提 とし、また 、母語教育を短 絡的に 「国民 統
一

と して の 国語 教育」

とす る こ とが不毛な地 平に置かれ て い る 。
「国民統

一
と して の 国語 教育」 とは 、近代

にお ける 国民国家の 成立 の 過 程で 各国が行 っ て きた言語に よ る国民統
一

を公教育 と

い う国民教育の 装置を通 し て 強化する仕組み であ る。 しか し、同校の 在籍児童 生徒

は そ もそ も国連加 盟国をは じめ とす る多様 な国の 国民で ある ， さらに、言語 の 面か

ら見て も、た とえば フ ラ ン ス 語は もはや フ ラン ス 国民の み と
一
体なの で は なく、 ヨ

ー
ロ ソ バ やア フ リカ諸国 の多様な国民の 言語で もあ る とい う状況 の 中に置かれ てい

る。 フ ラン ス 語は、フ ラン ス や ス イ ス やセ ネガル や レ ユ ニ オ ン 島の 風 上や歴 史の 中

で 培われた美的感受性 や 人間の 心 の 在 り方を伝 え表現 す る 言葉 と し て 、フ ラン ス 語

を理解する多様 な背景を持つ 人々 に向か っ て 開か れ て い る tt
フ ラ ン ス 語 を通 して 、

ひ とつ の 国 の 国 民 として の 価値観や 情緒、そ して
一

体感 を育成す る よ うなこ とは成
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立 しない の で あ る。で は、国連国際学校で の 言語 教育は、何 に ゴ ー
ル を据えて い る

の か 。

2．2　国際バ カ ロ レ ア とは 何か

　国連国際学校の カ リキ ュ ラム は、国 際バ カ ロ レ ア機構 に よるディ プ ロ マ プ ロ グラ

ム の カ リキ ュ ラ ム に特徴づ け られ て い る 。 国際バ カ ロ レ ア の デ ィ プ ロ マ プ ロ グラム

とは 、特定の 国の 独 自の 教育制度 に基づ かない 2 年間 の 高等教育課程 として構想 さ

れ 、国際バ カ ロ レ ア機構に よ っ て 出題 ・採点 が行われ る修了試験に 合格 した者に は

「国際バ カ ロ レ ア資格」 （＝ ディ プ ロ マ ）が国際バ カ ロ レ ア機構 か ら与え られ る。国

際バ カ ロ レ ア 資格は 、1960 年 代 に、国際的な移動 を ともな う仕事に従事する者の 子

ども、つ ま り各国の 海外子女等 、国際学校で学ぶ 生徒が各 国の 大学に進学で きる道

を開 くこ とを 目的 として 着想 され 、現在で は、世 界 100 ヵ 国以 上に おい て大 学入 学

資格もしくは大学受験資格 と して認知 され て い る。国連国際学校で は 、
1968 年に行

われた試行試験に も参加する な ど、 国際バ カ ロ レ ア に初期構想段 階か ら深 く関わ っ

て い るこ とが認め られ る。現在で は 、 11学年 と 12 学年の 2年間に デ ィプ ロ マ コ ー

ス の カ リキ ュ ラム を採用 し、キ ン ダーガーテ ン レ ベ ル か ら 10年生に 至 る まで の 下位

学年で も 、 デ ィ プ ロ マ コ
ー

ス の 教育理念 と学習内容を意識 したカ リキ ュ ラム が組 ま

れ て い る。

　国際バ カ ロ レ ア の ディ プ ロ マ プ ロ グラム で は 、 芸術 、 数学、実験科学 、人 文科学

の 4 つ の 分野 か らの 教科に加 えて 、 2 つ の 言語 を教科 として履修 す るこ とを定め て

い る。
こ の 2 つ の 言語は 、「第 1言語」 と 「第 2言語」 と して位置づ け られ、 「第 1

言語」 では、母語 レ ベ ル で の 言語 運用能力 と文学理解が 要求 され る。国際バ カ ロ レ

ア 機構 に よる修 了試 験で は、80 言語が 、「第 1言語」の 教科 と して 用意 され て い る。

また 、「第 2 言語」で は、11学年の 段階で初めて履修する言語 に 出会 う初級学習者、

すで に学習経験の ある既習者、高度な言語運用能力を持つ 学習者 とい っ たそれ ぞれ

の 学習 レ ベ ル に応 じたカ リキ ュ ラム と試験を用意 して い る 。
「バ イ リン ガ ル 」 「継承

語」 は、主 と して こ の 「第 2 言語 i の 高度な言語 運用能力を持 つ 学習者 と して想定

されて い る と言える． しか し、
一方で 、何 を 「第 1 言語」 で選択 し、何 を 「第 2言

語」 で 選択す るかは、究極的に は 学習者の 選択 に委ね られ て い る 。
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2．3　国際バ カ ロ レ ア にお け る言語教育観

　国連国際学校で の 言語教育は 、
一
義 的には、「国際バ カ ロ レ ア 資格」 が 取得で きる

よ う、「第 1 言語」 「第 2 言語 1 の 教科にお け る修 了試験に合格するこ とを 口標に す

るこ とにな る 。 国際バ カ ロ レ ア で は、批判的思考 （critica 【 thinking）、異文化間

理解 （int。rcultural 　understanding ）、多様な視点 へ の 接触 （exp ・surc 　t。　a　varicty

・f　point 　of 　view ） を育む知的経験 （academic 　experience ）を生徒相互 に共 有す る

こ とを、教育目標 の 根底 に据えて い る，特 定 の 国民教育シ ス テ ム に 基づ か ない とい

うこ とは 、特 定の 価値観を伝達 し、再生産す る仕組み と して の 教育とい う発想 と決

別 す る こ とを意味す る。た とえば、歴 史の 語 り方は 必 然的に 、「国民国家の 歴 史」を

離れ 、多角的 、 多層的、多元的 にな らざ るを得ない 。しか し、そ の 多様性の 評価を 、

最終的に試験を実施 し、採点 し、 資格 を認定する とい う作業の 中で どの よ うに行 う

の か Ct 特定の 見方の みを評価す る こ とが、国際バ カ ロ レ ア の 「国際性 1 に反する と

すれ ば 、 すべ て の 見方を相対 化 し、「何で もあ り」 と して 評価を放棄す るこ とは 、
「教

育」 に 対す る無 責任で もある 。 しか し
一

方で 、 こ の ジ レ ン マ は 、 教育活 動を 「教師

か ら生 徒ヘ
ー
定 の 知識や技術を伝達 し、教えた こ とが わか っ たか ど うか を試験で

問い
、 評価する」 とい う枠組み の 中で 考える限 り、 解決す るこ とが で きない

。 そ こ

で 、国際バ カ ロ レ ア の 試験は、特定 の 知識、見解、考えその もの を問 うの で は な く 、

考えるプ U セ ス を問 うもの へ と転回す るの で あ る。

　デ ィ プ ロ マ プ ロ グラム にお ける必修科 日「知識 の 理 論 （Theory　of 　Knowledge ＝TOK）」

は 、
「私 たちは どの よ うに して知識 を獲得するの か」 「知識 とは 何か 1 「知る とい うこ

との 基準は 何か 」等 の 問い を通 して 、「知 る」 とい うこ との プ ロ セ ス を批判的に追究

して い く点で 、
「プ ロ セ ス を問 う」国際バ カ ロ レ ア の 教育観を象徴的に表 して い る と

言 える 。 また、言 語教科 に つ い て も同様 に、「教師か ら生徒 へ 、
一

定 の 言語技術を伝

達 し、教えた こ とが 使え る よ うに なっ たか ど うか を試 験で 問い 、評価 す る ， とい う

枠組み を超 えた教育が想定されて い る tt
「聞 く」 「話す」 「読む」 「書 く」 の 技術を使

い 、 「自分は どの よ うな考えを持 つ の か 」 「なぜ その よ うな考え を持 っ の か 」 を 、 考

えを持つ に至 るため の 情報収集 （知識 の 獲得）、情報整理 （論理 展開）、プ レゼ ン テ

ー
シ ョ ン （説得技術）、反論 へ の 対応 （他者に よる批判の 受 容 と説得）を通 して 形成

す るこ とがで きるよ うに なる こ とが 期待 され て い る 。 こ の 枠組 み におい て は 、「何の

ため に言語を学ぶの か 」 とい う閤い に対 して 、
「私 とは何か （自分 の voice を発見す
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るこ と）」を知 り、「あなた とは何か （他人0）voice を聞 く耳 を育て るこ と）」を知 り、

「私 とあなたはい か に して共 に 生 きて い くの か H。w 　are 　we 　g。ing　to　livc　together

and 　share 　this 　planet？ （共 に v 。ice を重ね て新 しい もの を生 み出す方法を知 っ て

い るこ と）」を考 えるた めの技術 と方法 を学ぶ の だ とい う答えが用意されて い る と考

え られ るだ ろ う。 そ して 、 それ は 、 国民教育とい う国家による政治的なシナ リオか

ら離れ た地平で 「どんな大人 を育て て い くの か 」 とい う問い に対す る、国際バ カ ロ

レ ア の 「ア カデ ミッ クな全人教育」 と い う答えに 重な る もの で ある と言 える。

3．1　 「教え る」 「学ぶ 」 をめ ぐる転回

　 「プ ロ セ ス を問 う」 教育は 、 他人 の 生 み出 した知識を無批判 に受 け入れ 、試 験の

解答用紙に 再生産す る 、 従 来型の 「教え る」 「学ぶ」 の 関係で は成 tLしない 。た とえ

ば 、 教科書に 書かれた 、 学ぶ べ き とされ る知識 に対 して 、
「何が 書かれ 」、「どの よ う

に書かれ 」、 「それ を 自分は ど う読む の か」 を分析 ・構成 して い く作業で あ るた め、

「読む側」 すなわ ち 「学ぶ側 」 の 能動性 と主体性 が問 われ るか らで ある 。

　書かれ た もの に対する読む側の 能動的な関わ りを 、 津 田 は 「ニ ュ
ー一

ク リテ ィ シズ

ム 」 と 「テ ク ス ト論」 を援用 しな が ら説 明す る ，
「ニ ュ

ー
ク リテ ィ シズ ム 」 も 「テ ク

ス ト論 」 も、20 世紀の 現代思想 、 と りわけ現代文学批評にお ける理 論で あ り、
い ず

れ も 「読者が何 を読み取 るか 」 が 重要で ある とす る点 にお い て 共通 して い る。 これ

は、書き手 の 意 図 を正 確 に言 い 当て る こ とが唯
一の 正解で ある 、 とする作品論 と呼

ばれ る読み 方か ら、シ ニ フ ィ ア ン とシ ニ フ ィ エ の 結び つ きは 「恣意的」 な もの で あ

る とした ソ シ ュ
ー

ル の考察に 始ま る 「言語論的転回」 をきっ かけ に して 、読み 手に

よる意味の 構成に 重点 を置 く読み方 へ と 「読む」 とい う行為をめ ぐる主体性の シ フ

トを生 んだ 思想で あ る と言え る。 言語論的転回は 、 発信者が言語 を介 して 意味を伝

達する とい う発想か ら、受信者に お ける言語の 理解 と意 味の 構成に注 団した点で 、

言語活動 をめ ぐるパ ラダイ ム の 「転回」 を生ん だ。同様に 、「書か れたテ ク ス ト」 一

文学作品をめ ぐる 「読み」 で は、テ クス トが書き手の意図を伝達 す る とい う発想か

ら、テ ク ス トか ら読者が意味を構成する とい う 「転回」 を生 んだ 。 そ して 、これ ら

の 転回 は、教師か ら生徒へ の 知識の 伝達に よる従来 の 教育観か ら、「学習者が 自分を

どう位 置づ け 、 ど う考えるか 」 とい う学習者の 考え るプ ロ セ ス を重視する教育観 へ

とシ フ トした国際バ カ ロ レア の 「転回」 とも重 ね合わせ て考え るこ とがで きる v
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32 　 「書き手 」 と 「読み 手」 に お け る転回

　日本語学習者 にお い て も、「海 外 i女」 か ら 「継承語話者」 「非 口本人 ・
非母語話

者」 まで 、多国籍 ・多民族 ・多言語背景 ・多レ ベ ル 多学習歴 とい う学習者 の 集団 の

中で 、「ネイ テ ィブ 並み の 流暢 さ」以 上 に ゴ ール を設 定 し、学習者の 日本語 を保持伸

長す る 日本語教育の モ デ ル として 、国連国際学校 で は、 日本の 「国語教育」 とは異

なる モ デル を模索す る必 要が あ っ た．作者の 意図 を汲む こ とを文学作品の 読み とし

て行 う国語の 文学教育は、3 つ の 点で 、国際バ カ ロ レ ア の 教育理念や カ リキ ュ ラ ム 、

そ して 国際国連学校の 学習環境 と相反 する 。 第 ／ に は、国語 教育の カ リキ ュ ラ ム が 、

「批判 的」 に読む こ とに対 して開 かれ て い ない 点 が挙げ られ る 。 批判的とは 、 作爿，

（テ クス ト） に対 して独 自の 視点を打 ちたて 、そ れ に従 っ て 作晶を読む こ との 意味

を構成 して い くこ とを指す。 しか し、「イ堵 の 意図 を理解す る こ と」 を 「作品 を読む

こ との 意味」 とす る作晶論的な読 み方 を ゴ ー
ル とす る場合に は 、批判 的な読み 方 は

許容され ない
。

「他人 の voice 」 で あ る文学作 品に 耳 を傾 け、それ をき っ か けに 「自

分の voicel を発見 し、 発表 し、 「新 し い 価値 （意味）」 を生み 出 し表現 す るこ とが

期待 され て い る国際バ カ ロ レ ア の カ リキ ュ ラ ム で は、作者の 意図 を語るだ けで は評

価 され ない の で あ る tt 第 2 に挙げられ る の は 、作者 の 意図で ある とされ る正答を想

定 した文学指導、お よび 、そ の 理解 を 「作者 は何 を言 い たか っ たの で し ょ う」 とい

う閙い に よ っ て渕 る試験の ス タイル もまた 、国際バ カ ロ レ ア の 「プ ロ セ ス を問 う」

試験 の 前 には 、表現力 （究極的 には 「書 く」 力）不 足 と して 評価 され ない とい う点

で あ る。 そ して第 3 に は 、作 品を通 して 国語教育が育成す る とされ る 目本の 風土 と

歴 史に培われ た情緒やそれ に対す る共感 は 、 読む側の 多様性 に対 して 、あ ま りに も

閉ざされ て い る点が 挙 げ られ る、、

　 「産業資本主義的基盤 の 上 に しがみ つ い て い る作家論 的 日本 の 国語文 学教育j と

い う津 田 の 主 張は 、教師か ら生徒 へ とい う指導にお ける権威の 構造 、 書き手 の 意図

を読み手が受容す る とい う 「読み 」 におけ る権威 の 構造、そ して 、そ の 権威 を無批

判に受け 入れ る人 間を学校 と い う装置 の 中で 再生産 しつ づ け る とい う口本 の 学校教

育の 構造 を指 し て い る と考 え られ る／t そ して 、津 田は 、 海外に お い て 目本 と同 じ 国

語教育」 を行 うこ とで解 決 された と して きた 口本語 にお け る 「継承語教育」 につ い

て、国連 国際学校にお ける国際バ カ ロ レ ア カ リキ ュ ラム との 位相の 違い を明 らか に

す る 。
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3．3　 「母語話者」 と 「継承語 話者」 をめ ぐる転回

　 「読み 手」 主導に よる読み とい うパ ラダイム シ フ トは 、必 ず し も読 み手の 独善的

で暴力的な 「誤読」を容認 す るもの で は ない
。 津田が授業実践の 中で用 い て い る 「ニ

ュ
ー

ク リテ ィ シ ズム 」 や 「テ ク ス ト論 を初め とする文学理論 は、「い か に テ ク ス ト

を読 むか」、つ まり 「テ ク ス トか ら読み手は どの よ うな意味を 引き出す の か 」をめ ぐ

る方 法論で ある 。 国連国際学校で は、ディ プ ロ マ コ ース で の 授業を中心 として 、 日

本語 の み ならず、他の 言語教科や、知識 の 理論 、哲学、文化人類学、経済学、そ し

て数学や実験科学 、 美術や音楽 とい っ た芸術科 H を通 して 、 こ うした理論 に出会 う

こ とに な る 。 た とえば、言語教育 とは もっ とも遠い と思われ る非言 語を扱 う芸術科

目に お い て も 、
た とえ ば楽典 の 解析 と楽曲の 関係 を通 して 「音楽批 評」 とい うもの

の 「批判的視点とは何か 」 を学ぶ。また作曲家 と演奏家の 関係 を、作者 と読者の ア

ナ ロ ジーで 考察 し 、 演奏家の 創造性＝す なわち 「批評的視点」 を発見す るよ うに も

促 され るの で あ る。 国連国際学校で は 、そ うした他教科 との 有機的な つ なが りの 中

に言語教育 として の 日本語教育も位置づ け られ てい る 。 生 徒は 「日本語 を」読み　「口

本語で 」 考え 、「日本語で 」 ア ウ トプ ッ トとして の プ レゼ ン テ
ー

シ ョ ン 、論文作成、

演劇 上演などを行い な が ら、そ うした 日本語で の 活動 を通 して 、「読む 方法 ＝ 考え る

方法」 を学ぶ 。 言語 教育の 目的を、
「流暢 に使い こ なす こ と」 で はな く、「い か に 言

語を使 っ て 考え るか 」 に置 くときに起きるク ラ ス 内の ダイナ ミズ ムは 、大 山が描 く

とお りで あ る。 外国語以上 、 母語 未満 の 継承語学習者は 、これ まで 口木 語を 「流暢

に使い こ なす」 とい う点にお い て 、同年齢の 母 語話者 との比較に お ける 「遅れ」 が

強調 され て きた。 しか し、「考える こ と」 とい うベ ク トル に お い て は、他教科 と の 結

び つ きの 中で 、継承語学習者が （あるい は他教科におい て フ ル に学習者 と して機 能

して い る継承語学習者だか ら こ そ）力を発揮す る、 とい う 「転回」 が生 じるの で あ

る 。 国連国際学校の 日本語継 承語 ク ラ ス の 特徴は 、 通常に行われ て い る継承 語教育

の 実践 とは 異な り、 現地校 と補習校 とい う構図 に見 られ る よ うな、「国語」だ けが学

習者 の 学習活動の 中で 孤立 した独 自の 吐界 をつ くる の で はな く、学校 とい う場の
、

一
貫性の あ るひ とつ の 教育理 念 に基づ い た大きな枠の 中で 、他教科 との 連携 を持ち

なが ら 旧 本語で 」 学べ る とい うこ とで あ る。 カ リキ ュ ラム の 中に あ る他教 科 との

連続性は、「私は なぜ 日本語 を学ぶ の か 」 とい う問い に対 して 、「『私 とあなた は い か

に して共に 生 きて い くの か』 を考え、実践で きる大人に な るため」 とい う教育とい
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う観点か らの 答えが用意 され て い る 、、
「われわれ は どこ か ら来 たの か 」で は なく、「わ

れ われは 何になる こ とがで きるの か
、 われ われ は どの よ うに表象 されたの か 、他 者

に よ る表象が 自分 たち 自身 を どの よ うに表 象で きる か に どれ ほ ど左 右 され て い るの

か 」 が重 要で ある と津 田が 主張する とき 、 それ は 、 生徒が 自己の ア イデン テ ィ テ ィ

を、「日本人 だか ら」 とい う思考に 代表 され る よ うに 、 近代国家 の 作 っ て きた神話の

文脈 に沿 っ て 国家や民族、言語や 文化に 起源 を見出すの で は な く、「自己 」 と 「他者」

の 関係性 の 中で 、 「何を共 に生み 出す こ とがで きるの か 、 、 そ して 「自分 は、どの よ

うな貢献が 可能 なの か」 とい う形で未 来 に向か っ て 開か れ 、 形成 され るこ とを示 し

て い る と考えられ る。
「他者」 と の 関わ りの 中で 、「自己」 を形成 し、「他者」 を理解

し、主張 し、悶い 返 し、吟味 し、反論 し
、 同意する ため に重要 な役割 を果たすの が

言語 なの で あ る 。 こ の 言語 とは、単に 「何語 を話す か」 とい うこ とで はなく、
「どの

よ うに 話すか 」「どの よ うに相 手の 話を読み取るか 」を 自覚的に認識で き るメタ言語

として の 言語で あ る。

3．4 　フ ァ シ リテ
ーター

と して の 教師

　 「流暢 さ」 で な く 「考え る 方法」 を学ぶ こ とに ゴ ー
ル を見据え、想定 され る正答

を間 う作品論か ら、読み 手の 主体的な 「読み 」
へ と 「転回」 し、教師か ら生徒へ の

知識 ・技術 の 伝 達か ら、学習者の B律的で主体的な学習へ と 「転回」 する ときに重

要 となる の が、教師の 役 劃 の 「転回」 で ある 。 大山が論 じる 「ス カ フ ォ ル デ ィ ン グ」

は 、 こ の 転回の 結果 として 嗔要性 を増 して きた指導方法論 とい え る 。 そ して また、

こ の 「ス カ フ ォ ル ディ ン グ」 は 、
「教師」 と して の 役割 と、「言語教師」 として の 役

割 とい う 2 重 の 意味で の 転回 を示 して い る とい え る。

　まず第 1 に、1教師」として の 役割で は、教 師は 教室 内におい て
一
レ クチ ャ ラ

ー
（講

義をす る人）」か ら 「フ ァ シ リテ
ー

タ
ー

（議論を促す人）」へ と変化す る こ とに なる。

従来型 の 「レ クチ ャ ラ
ー

」 と して の 教師は 、知的伝達者 （教えて くれ る人）で あ り、

全能視点的視点保有者 （正 しい こ とを知 っ て い る人 、何で も知 っ て い る人）で あ る。

教育活動が 、「思考にお い て 自身 を方 向づ ける」 こ とだ とす る な らば 、こ の モ デル に

お ける 教師の 役割 は、「思 考その もの 一旨 を方向づ けるこ とになる 。

…
方で 、 「フ ァ シ

リテー ター
」 として の 教師は 、生徒 自らが学び 、 生徒相互 で学び合 うため の コ ーデ

ィネー ター
（リソ

ー
ス で あ る教材や情報 、

あ る い は情報提供 者　生徒を含む　に 引
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　　　　　 　　　　　 ω 解読文 、『学校教育の 中 で多言語 を蕎て るとば 2
一鏖 匡際 学 穏 継承 Eデ本謬 ク ラス の 聽 覆 に 身る4つ の r転＠y− ・『大 必 智子

き合わせ る人）で あ り、ア ドバ イザー
（どの よ うな情報が存在す るか 、存在する 可

能1生があ るか を提供する 人）で あ り、フ ァ シ リテ
ーター

（グル ープ内の 議論 を促す

人）である。こ の モ デル に おい て は 、 教師 の 役割は 、
「思考におい て 、思考を通 して

自分自身の あ り方 を方向づ け るこ と」 の か らく りを意識化す るた め の ヒ ン トを促 す

こ ととな る。大 山が論 じるよ うに 、 グル
ープ ワ

ークの 中で学習者 は相互 に リソ
ー

ス

で あ る。 教師は 、 そ の 理 想的な状態 を作 るため に 、学習者が他 の 学習 者を リソ
ー

ス

として活用 し、 自分が他の 学習者 に とっ ての リソ
ー

ス とな り得 るよ う、自分の 視点

を見出す 手助けや、テ ク ス トの 読み を含めた他人 の 視点を理解す る手助け として 「ス

カ フ ォ ル デ ィ ン グ」 を行 うの であ る。

　こ の 「ス カ フ ォ ル デ ィ ン グ1 が、言語的 な側面 で行 われ る とき 、
「言語 教師」 とし

て の 役割が必要 とされ る こ とになる 。
これ が第 2 の 側面で あ る。テ ク ス トの 読み を

行 う際、他人の 議論に耳をか たむ ける際 、自分の 考えを伝え る際 に、言 い 回 しや語

句の理解、文字の 理解 の技術的な手助けを行 っ て い くの で あるc，多様な レ ベ ル を内

包す る クラス の 中で は 、「習 っ た漢字で 読める教材」とい うよ うな言語的な習得 レ ベ

ル に照準を合わせ た教材選 びは意味を持たない
。 む しろ、議論の 俎上 と して 、 読み

の 対象 と して の テ ク ス トを読むた めに 、 習っ て い ない 漢字を学習する手助け を し 、

難 し い 言い 回 しを学習者 の 知 っ て い る言い 回 しに 言い 換え 、と きに英語 な ど他 言語

で の 理解を容認 して 、グル ープ内で 「リソ
ース として機能する学習者」 にす るため

の 「ス カ フ ォ ル ディ ン グ」 を行 うの で あ る，同
一

の 教師が、「教師」 として 、 「言語

教師」 と して 、 2 つ の 側面か ら 「ス カ フ ォ ル デ ィ ン グ」 を行 う構 図 は、「教科担 当教

師」 が 「語 学教師」 も兼ね る とされ る第 2 言語習得論の 中の シ ェ ル ター方 式 に共通

する もの が見出せ る と言 えるだ ろ う。

3．5　 「模倣」 を め ぐる転回

　コ ーディ ネ
ー

タ
ー

で あ り、 ア ドバ イザ
ー

で あ り、
フ ァ シ リテ

ーター
で ある教師の

役割 を全 うす るた め の 「ス カ フ ォ ル デ ィ ン グ」 は、教室 とい う 「場 」 の 中だ けで は

なく、学年の 進級 とい う 「時間」 軸を通 して も構想 されて い る 。 大山の 論 じる 「3

年
一巡 カ リキ ュ ラム 」 は、学習者が 「自律的で主体的な学習者」 へ と成長 して い く

過程を 、
「ス カ フ ォ ル デ ィ ン グ」 とい う補助線を用い て描 き出 して い る。

　同様 に 「自律的で 主体的な学習者」 へ と生徒 を導い て い く過程 を、 津田は 、
「ミメ
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一
シ ス 」、す なわち模倣 とい う考え に 基づ い て説 明す る。津 田 の 議論の 1二台をなす 「ミ

メ
ー

シ ス 」 は 、ア リス トテ レ ス が 『詩 学』の 中で用 い た 「模倣」 の 理論 、 そ して フ

ラ ン ス 現代哲学に おい て リクー
ル が論 じる 「創造」 の 理 論 を、言語 教育 にお け る実

践に応 用 した もの で あ る。国連学校で 津田が了」
．
う授業実践に は、これ まで に論 じ て

きた多くの 「転圃」 が見 られ るが 、

一方で 、こ の 「転回」 が、必ず しもこれ まで の

思想や文学理論 、言語教育の 研究を否 定す る もの で は ない こ とを 、 後 に稿 を別 に し

て論 じ られ るで あ ろ う津 田 の 「ミメ
ー

シ ス 」 の 議論 に見出す こ とがで きる 。
「テ ク ス

トの 読み 」 に つ い て は 、 作家の 意図 を汲む作品論的読み方を、津 田は、カ リキ ュ ラ

ム の 初期の 段 階で徹底す る。 作品論の 観点か らテ ク ス トを読む こ と通 じて 、 語句や

文の 構造を理 解 し、文 の 意味す る 内容 を読ん で い ぐ、作家が作晶を生み 出 した時代

背景や 作家 とい う人物 へ の 理 解を通 して 、「作家 の 言 い たか っ た こ と」を考えて い く。

作品論的な読み 方 とは 、つ ま り、作家の 目にな っ て 、作品を構 成す るプ ロ セ ス の 追

体験で あ り、
1ミメ

ー
シ ス 」 の 理 論で 言 え ば、「模 伽 なの で ある。同様 に、パ ター

ン ドリル や文型学習、文法理解 とい っ た従来型の 言 語教育に つ い て も、決 ま っ た文

を覚え 、繰 り返 し 、 練習 し、「口 が 覚えるまで」 「体が覚 えるまで」 使 っ て み る こ と

は、ま さに 「模倣 」 なの で あ る p しか し、津旧 の 授業実践は、「模 倣」 の 段 階で完結

しない の で ある。作品論 的にテ ク ス トを読ん だ次の 段階で は 、その 読み 方が唯
一

無

二 の 「読み方」 で は ない こ とが学習者に提示 され て い く。 読み方は 技術であ り、方

法で ある こ と が意識化 され 、書き手 と
一

体化 した読者で あ っ た 学習者は 、書 き手 を

離れ て 読む方法を知る こ とにな る 。 そ の 理論 が 「ニ ュ
ーク リテ ィ シ ズム」 で あ り、

「テ ク ス ト論」 で あ り、「脱テ ク ス ト論」 なの で あ る。 しか し、こ うした理論 は、唐

突に学習者の 前 に投 げ出され るわ けで はない 。学習者が こ うした理 論を理解 し て い

く過程にお い て 、教師は 、 と きに 「情報伝達者」 と して 「全能視点的視点保有者」

と して 学習者 と関わ りな が ら、学習者 自身が 「理 論に 出会い 」 「自分 な りに理 論を用

い て その 用 法 を試 し一て い く過 程に寄 り添 うの で あ る、， 「自分な りに理論 を用 い て 用

法を試す」 こ ともま た、「模倣」 の プ ロ セ ス で ある と言 え る 。 そ して 、学習者は、自

らの 視点を見 出 して 、テ ク ス トか ら 「意味」 を生産す る とい う過程を 自分の 活動 と

して経験 し、さらに相互 に 「意味」 を受 け取 り合い 、「意味」 の 発信は 、受け取 り手

側 の 「意味」 の 生産を経て 完結す るとい うプ ロ セ ス を理解 し、 身 に つ け て い く。受

信者 と して の 読者か ら 、 意味生産 者として の 読者 へ 、受信者 として の 学習者 か ら主

体的な学習者へ 、知 の 財 産の 受け手 と して の 学習者 か ら リソ
ー

ス と して の 学習者へ
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との 変化の 過程が、 「模倣 」 か ら 「創造」 へ の過程で あ る と言 える。

　津田の 論 じる 「ミメ
ー

シ ス 」 の 特徴は、「模倣」 をめ ぐる 「転回」で ある 。
「模倣 」

を、「他人の 真似」すなわち 「オ リジナ ル で ない もの 」 と考え る の で はな く、「模倣」

こ そ 「オ リジナル 1 の 過程の
一
部 と位 置づ けて い る 。

つ ま り、 文型 を模倣 し、理 論

を模倣 し、 しか し、そ の 模倣にすで に 「オ リジナル 」 なる もの
、

つ ま り 「創造1 が

含 まれて い る と考える の で あ る。 テ ク ス トの 読み にお け る書 き手優位か ら読者優位

へ の 転 回が、読み手 の 主体性を謳い 上げるもの だ とすれ ば 、
「ミメ

ー
シ ス 」 は 、何を

模倣す るか、 どの よ うに模倣するかに重点を置 く、 模倣者の 主体性を諞 い 上 げる転

回 で ある と言える 。
こ の こ とによ っ て 、「模倣 」か ら 「創造」 へ の プ ロ セ ス は、断絶

する こ とな く、

一．
貫 したひ とつ の カ リキ ュ ラム として 編成が可能に なる の で ある 。

　国連 国際学校 の 日本語教育を 、 国連や国際バ カ ロ レ ア を背景に持 つ 、極め て稀な

環境で行われ て い る特殊な試みで ある と断 じるの はたやすい。しか し、
「私た ち日本

人は 、母語 としての 目本語 を大切に し、継 承 ・発展 させ て い くとと もに、 目本語や

その 所産 を人類の 文化資産の
一

つ と捉 え、そ の 存在意 義や価値、果たすべ き役割 を

提言 し
、 地球社会にお い て それ らが発揮 され る よ う行 動す る主体性を持 つ べ きであ

る」 と文部科学省が高 らか に謳い 上げ 、 日本 人 と して の 「情緒」 の よ りどこ ろ とし

て の 国語 と、
「道具」 と して の 英語 とい う2 本立 て の 言語観 を学校教育の 中で 繰 り返

し反復 する とき、国連国際学校の 日本語教育の特殊性 が、海外 で急速に 展開する グ

ロ
ーバ リゼー

シ ョ ン の 現実を映す もの として貴重に見え る の で あ る。

　国連国際学校を通 して 見える 「学校 教育の 中で 『多』言語 を育て る」 こ との意味

は、言語を共有す る者 同士の 情緒的な結び つ きを強化するこ とで もな く、多言語 で

コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン を図る こ との で きる未来 の ビジ ネス マ ン を育て る こ とで もない 。

また、自分やその家族の 出 自を辿 り、その 起源で あ る国家や地域 との 心的な結び つ

きを回復する こ とで もない 。「多」言語 を育て るこ との 最大 の 意味は、学習者が 、
一

体化 した 言語と自己 の 結び つ きに気づ き、言語その もの の 果 たす役割に意識的に な

る こ とだ ろ う。文法 を学び、文型 を積み上 げて い く作業は、「話すこ とを学ぶ こ と」

そ して 「考え るこ とを学ぶ こ と」 の 、学び の プ ロ セ ス の 入 り日 に お けるひ とつ の 学

習に すぎない 。「学び あ う者た ちの 共同体」を構想す る国際バ カ ロ レ ア が、生涯 学び

続 ける人 間の 育成 を強調す るの も、そ の壮 大 さゆえ とい うこ と もで き るだ ろ うu そ
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の 構想があ ま りに も 「教養主義的一で ある と批判するな らば、翻 っ て 近代国家の 成

熟を経て グ ロ
ーバ リゼ ー

シ ョ ン 時代を迎 えた現代 とい う コ ン テ ク ス トにお け る 「学

校教育 とは 何か 」
「教育」 とは何か を考え ざるを得ない u

　国連 国際学校の 日本語教育は 、荒唐無稽 な机上 の 空論で はない
。
30 年を越す年 月

にわた っ て 行われて きた 実在の ク ラ ス で あ り
、 実践で ある［t そ こ にまた もうひ とつ

の 貴重 さがあ る 。
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